
食品ロス問題について
笹栗・橋本・母家
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食品ロス、21年度もコロ
ナ禍で最小水準。それで
も1人年間42キロ

►朝日新聞デジタル

►2023年6月9日

►記事のリンク
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https://www.asahi.com/articles/ASR695WSFR68UTFL00F.html


記事のポイント

► 消費者庁が2021年度「食品ロス」推定値を523万トンと発表

► 食品産業の事業系ロス量は279万トン、家庭系ロス量は244万トン

► 目標は00年度の約980万トンから30年度までに約490万トンに半減させること

► 目標達成に向けた施策パッケージの年内策定を表明

► 食品の寄付・食べ残しの持ち帰りを促進するための法的整備・フードバンク団体の体制強
化
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現状分析
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【前提】食品産業が地球に与える影響

► 世界全体で排出される温室効果ガスのうち、1/3ほどがフードシステムから排
出されている

⮚ 2021年Nature Food誌に掲載された研究によると、世界の温室効果ガス排出量の34％
をフードシステムが毎年排出していることがわかった。

► 食料部門からの排出量のうち、7割が農作物の生産や家畜の栽培から、残りの3

割が輸送・包装・販売・廃棄などのサプライチェーンにおける活動によって排
出されている

⮚ 71％が農作物の栽培や家畜の生産に関する部門からであり、そのうち39％が食糧生
産や肥料など農業に投入されるものから、32％が森林伐採や有機・泥炭地の破壊な
どによる炭素の放出から排出されている。

⮚ 残りの29％は輸送などのサプライチェーンからの排出であることがわかった。

参考 7

https://futureearth.org/2021/06/23/%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%88%9D%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%EF%BC%9A%E9%A3%9F%E5%93%81%E3%81%AE%E7%94%9F%E7%94%A3%E3%81%A8%E3%82%B5%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%85%A8/


【前提】食品ロス削減と他の諸問題との
間の関係性

他のSDGs目標と密接に関わ
っていることがわかる。

【参考】食品ロス削減関係
参考資料
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf


食品ロスの現状

環境問題に限らず、貧困やコス
トなど様々な問題を抱えている。

→早急に解決すべき課題

※データの推計年度が新聞記事
と異なる

【参考】食品ロス削減関係参考
資料
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf


食品ロスの発生要因

新聞記事の通り、食品ロス（食
品廃棄物のうち過食部分と考え
られるもの）は大きく事業系食
品ロス・家庭系食品ロスに分け
られ、両者に大差なし

→双方に対しての取組が必要

※データの推計年度が新聞記事
と異なる

【参考】食品ロス削減関係参考
資料
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/efforts/assets/efforts_230324_0001.pdf


日本における食品廃棄の現状

● 事業系廃棄物や有価物（自分
にとって必要無くなったとし
てもそのもの自体の価値はま
だ残っている物）は食品リサ
イクル法における再生利用が
進んでいる

● 廃棄物処理法の対象である家
庭系廃棄物においては再生利
用が進んでいない（廃棄物全
体に対する焼却・埋立の割合
が大きい）

→家庭系廃棄物に対するアプロー
チが難航しているのでは？

※データの推計年度が新聞記事と
異なる

農林水産省HPより
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https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-21.pdf


現行政策
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政府の取り組み

► 食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業

► 目的：食品ロス削減・食品循環資源のリサイクルによる食品廃棄ゼロを実現しよう
とするエリアの創出の支援

► 内容：先導的な取り組みに対し、事前調査・課題整理・関係主体との調整・事業実
施者単独では困難な効果検証等を金銭的・技術的に支援。支援対象は公募。

（例）mottECO(モッテコ)導入
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政府の取り組み

► mottECO（モッテコ）導入

► 概要：飲食店での食品ロス削減推
進のため自己責任で食べ残しの持
ち帰りを促進

► 支援：飲食店等におけるmottECO
導入について、導入のための調
査・検討・課題整理・事業継続の
ためのスキーム検討、普及啓発資
材の活用、消費者への自己責任等
のルールの周知方法の検討、それ
らの効果検証、関係主体との調整
等

mottECOのロゴ・啓発資材配布ページ
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https://www.env.go.jp/recycle/food/motteco.html


政府の取り組み

► フードドライブ実施の手引き公表

► フードドライブとは：各家庭で使いきれない未使用食品を持ち寄り、それらをまと
めてフードバンク団体や地域の福祉施設・団体などに寄贈する活動

► フードドライブ実施の手引き：フードドライブ推進のため環境省が作成・公開

実際の手引きのリンク
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https://www.env.go.jp/content/900518625.pdf


政策提言
生ゴミリサイクルの推進

1. 既存のコンポストに関する取り組みのさらなる推進

2. 手間を最大限抑えたコンポストの開発と普及
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現行政策の課題は？

► 事業系廃棄物については、既に取り組みが進んでいる現状

► 家庭系廃棄物については、取り組みの余地あり

► 食べ残しを持ち帰る活動や、まだ食べていないが食べられるものの寄贈、買いすぎ
や作りすぎを防ぐなどといった、いわゆるリデュース・リユースの面での取り組み
は見られる

► しかし、食べ物のリサイクル面においてはいまだに一般家庭に浸透しているとは言
えない現状（食べかけや消費期限切れの物）

 →生ゴミのリサイクルがもっとできるのではないか？
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生ゴミのリサイクルの現状

► 日本は、OECD各国と異なり生ゴミを燃えるゴミとして処理する自治体が極め
て多い

► 日本の焼却炉数・ゴミ焼却量は世界一

► 一方でOECD各国では埋立処分が中心だが、リサイクルやコンポストと呼ばれ
る生ゴミの堆肥化が日本より一般的に進んでいる

► 参考
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https://news.yahoo.co.jp/byline/iderumi/20210420-00233589


コンポストとは

► コンポストとは

「堆肥（compost）」や「堆肥を作る容器
（composter）」のこと。

家庭から出る生ゴミや落ち葉などの有機物を、微生物の働
きによって発酵・分解させ、肥料として生まれ変わらせる、
昔から伝承されてきた日本の大切な知恵の一つ。

設置型・密閉型・ダンボールなどさまざまなタイプが存在
しており、コンポスト基材と呼ばれる土を用いて生ゴミを
堆肥化する。

→コンポストによって食品廃棄物を廃棄に回さずリサイク
ルする
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【参考】コンポストの種類と手間

参考
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https://ecokitchen-blog.com/food-waste-compost


コンポストの流れ

1. コンポストを各家庭に設置するように促す

2. 設置後約2〜3ヶ月で堆肥が完成

3. 完成した堆肥を農家に提供

→このままでは近くに農場がない都市部において農家に提供する手段がない。また、堆
肥完成までに土や水を足す、混ぜるなどの工程があり、虫の発生や悪臭などの問題も生
じうるため手間がどうしてもかかってしまう。

また個人でやろうとする場合、コストはダンボールを使えば基材代月1000円程のみであ
るというものの、農家によって肥料に支払う代金はばらつきがあることが予測されるた
め、手間がコストに見合わない可能性も十分にある。

→既存のコンポストの活動の更なる推進
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My LFC ファーマー活動

► 「My LFC ファーマー」とは

ローカルフードサイクリング株式会社が運営する活動。

2023年1月より開始。

全国のLFCコンポストユーザーを対象に堆肥を回収し、LFCファーマーのもとで野菜の
栽培に活用、堆肥の提供者に対して野菜を返すという活動。

これにより、堆肥を自分で活用できない場合でも、堆肥で作った野菜が食卓に戻るとい
う循環生活を実践できる。
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My LFC ファーマー
活動

► コスト計算

3,4人家族でLFCコンポストセットを２つ使用した場合
を想定(そうすることで毎月堆肥を提供できる)

1月目：初めの専用バッグ2つ代を含め8000円

2月目以降：基材代月1000円

3月目から農家から野菜が1月に1回届く（写真より
1000円相当と判断）

4人家族が1か月で1枚50円のゴミ袋を使って8回ゴミ
を捨てており、ゴミ全体における生ゴミの割合を4割
とすると、節約できる生ゴミ袋代は

50×8×0.4＝160円

3月目以降は相殺できるとして、9000÷160≒56ヶ月で
元がとれる。
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My LFC ファーマー活動は長く続けることによってゴミ袋代が削減され元がとれる
という意味で魅力的。

一方でその工数（手間や時間）に見合っていると判断するか否かは人によってし
まう。

→もっと身近に簡単に生ゴミのリサイクルを行えるようにするべき

→共同で管理することで手間を最大限抑えられるコンポストの開発と普及
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手間をかけずにできるコンポストの提案

個々の手間を極力抑えて自治体がコンポストを管理する体制を整える

● 最低限と手間として、（していない所は）生ゴミの分別回収を義務化

● 集められた生ゴミによって自治体が主導してコンポストの利用を進める

このような体制を確立することで個人で行うよりも手間をかけず大規模なコンポ
スト利用に貢献できる。

✔ ゴミステーションの隣に公共のコンポストを設置し共同で管理

✔ 堆肥が小学校などに還元されうる地域であれば小学校でのコンポストの取り組
み
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メリット・デメリット(今後の課題)

► メリット

► ゴミの分別を1種類増やすだけの手間で問題解決に大きく貢献できる

► 焼却施設における負荷が減少

► 最終処分量の減少

► 循環型社会の形成に近付く

► デメリット

► 収集運搬費の増加

► ゴミステーションの排出場所保全（臭気等）の必要あり

► きちんと分別がされているとは限らない

► 市民に対する直接的なメリットがない→野菜の格安販売などのメリットを提示すべ
き

26



ご清聴ありがとうござい
ました
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